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はじめに
　東北大学機関リポジトリ（TOUR: TOhoku University 
Repository）（以下「TOUR」という。）は「東北大学の
構成員が作成した学術コンテンツ及び東北大学が所蔵す
る学術情報コンテンツを収集・整理・保存し，ネットワー
クを通じて無償で公開することにより，学術の発展に貢
献する」)ことを目的として平成9年3月に公開された。
本稿では，公開から 3 年経過した TOUR の構築の経緯
と概要，課題と今後について紹介したい。
１．TOUR 構築の経緯と概要
　（１）構築の経緯
　TOUR は平成 7 年度の国立情報学研究所（以下「NII」
という。）の学術機関リポジトリ構築連携支援事業 CSI 
委託事業（以下「CSI 委託事業」という。）) として開始
された。TOUR の歩みは公開までの第一期，収集コンテ
ンツの充実と学内のシステムとの連携を行った第二期に
分けられる。TOUR 略年表を（表 ）に示す。
表１　TOUR 略年表
平成7年
平成8年月
平成9年 3 月
平成0年 7 月
平成年 8 月
・コンテンツ作成・構築開始
・「東北大学機関リポジトリ運用指針」制定
・「東北大学機関リポジトリシンポジウム」開催
・TOUR 試行版公開
・TOUR 正式公開
・「井上プラン（東北大学アクションプラン）
007」に TOUR の役割明示
・NII，OAISter ハーベスト開始
・大学情報データベースとの連携開始
　TOUR の構築開始時は，博士学位論文の収集・電子化
と貴重資料の電子化に重点をおいて事業を進めることが
確認され，理工系を主体とした博士学位論文要旨集の電
子化，江戸以前の古典籍・古地図の電子化及び狩野文庫
の絵はがきコレクションの電子化が行われた。東北大学
（以下「本学」という。）は平成 8 年度に CSI 委託事業
の領域 及び領域 に採択され，平成 8 年度及び 9 年
度の TOUR のコンテンツの作成とシステム構築が図ら
れた。平成 8 年  月に「東北大学機関リポジトリ運用
指針」が附属図書館商議会で制定され，TOUR の試行版
が公開されると共に「東北大学機関リポジトリシンポジ
ウム」が開催され，学内外に TOUR の PR が行われた。
平成 9 年 3 月には TOUR が正式公開された。また，本
学のアクションプランである「井上プラン 007」の中
で TOUR の役割が「研究者に向けた研究・教育成果の
発信」と明記され，TOUR の整備・充実と大学情報デー
タベ―スとの連携がプランに盛り込まれた 3)。
　第二期の平成 0 年 7 月には NII 及び OAISter による
メタデータのハーベストが開始され，TOUR の国内的・
国際的な認知度が向上した。本学は平成 0 年度に第 
期 CSI 事業の領域  に採択され，平成 0 年度及び 
年度のコンテンツの収集と充実が図られた。平成  年
8 月には本学の大学情報データベースとの連携が開始さ
れ，東北大学研究者紹介サイトの論文データに TOUR
へのリンクが表示されるようになった 4)。
　（２）概要
　TOUR は教育・研究成果を収録する Research and 
Education（R&E）と貴重資料を収録する Rare Collection
（RC）から構成されている。TOUR のトップページ画面
を（図 ）に示す（http://ir.library.tohoku.ac.jp/）。TOUR
のシステムは DSpace のバージョン .4 をベースにして
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おり，サーバは図書館に置かれている。
　TOUR には現在 5 万 3 千件を超えるコンテンツが収録
されている。TOUR のコンテンツ別収録件数を（表 ）
に示す。
　TOUR の収録コンテンツの割合は，博士学位論文の要
旨 59％，紀要類 34％，学術論文 4％，科研費報告書 ％，
学位論文 ％で教育成果に重点をおいたコンテンツの収
集方針を裏付ける結果となっている。コンテンツごとの
収集方法の特徴について述べる。博士学位論文について
は，平成 9 年度以降，図書館から各研究科経由で学位
取得者に登録依頼書を送付し，研究科から博士学位論文
の電子ファイルの一括送付が図書館へ行われ，図書館で
TOUR への登録を行っている。また，紀要類について
は，平成 9 年度まで図書館が学内各部局との NII の学
術雑誌公開支援事業の窓口となり，NII に紀要類の電子
化を依頼し，電子化された紀要類を図書館で TOUR へ
登録していたが，平成 0 年
度以降は，図書館で全部局に
TOUR への紀要類の登録希望
調査を行い，希望のあった紀
要類について図書館で電子
化し，TOUR へ登録する方法
に変更した。研究論文につ
いては，大学情報データベー
スから抽出された研究論文
リストに基づき，出版社版
PDF が機関リポジトリに搭
載可能なものを中心に収集
している。
　TOUR の収録コンテンツが
拡充されるにつれて TOUR
の利用が増え，Research and 
Education（R&E）の利用は
年間 00 万件を超えている。
TOUR（R&E）閲覧統計の推
移を（図 ）に示す。アクセ
ス数はメタデータの閲覧件数，ダウンロード数はコンテ
ンツの閲覧件数である。
２．TOUR の課題と今後
　既に述べたように，TOUR は東北大学アクションプラ
ンである「井上プラン」及び平成  年度から開始され
た本学の第  期中期計画・中期目標 5) に大学の事業と
して記載され，担当部署として図書館の位置付けも明確
になっている。また，『大学ランキング 0 年版』の機
関リポジトリランキングの項では，論文搭載件数が 4位，
ダウンロード件数が 3 位となっている 6)。しっかりした
学内での位置付けと一定の実績を持つ TOUR を一層発
展させるには，コンテンツの収集体制，システムの強化
及び広報が必要であろう。
　TOUR のコンテンツの収集を開始した当初は，短期間
でコンテンツを増やすため博士学位論文の要旨の電子化
に着手した。それが一段落したので現在は紀要類，科研
表 2　TOUR のコンテンツ別収録件数
コレクション Research and Education (R&E) Rare
Collection 
(RC)
合計
コンテンツ 学術論文 博士学位論文 修士論文 博士学位論文の要旨 紀要類 授業教材 科研費報告書 その他 計
件数 ,8 440 96 ,00 ,9 4 765 3 36,77 6,989 53,66
割合 3.54% .% 0.54% 58.60% 33.80% 0.% .% 0.06% 00.00%
図１　東北大学機関リポジトリ（TOUR）メニュー画面
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費報告書，研究論文の収集に力を入れている。コンテン
ツは着実に増加しているが，研究者による自発的なコン
テンツの提供はほとんど進んでいない。TOUR のコンテ
ンツの運用・管理は総務課情報企画係が，システムの運
用・管理は総務課学術情報支援係がそれぞれ兼務の形で
担当し，実施運用に関する実務と教員等の窓口として全
学的なワーキンググループ（WG）である学術情報発信
WG が設置されている。特にコンテンツの収集につい
て学術情報発信 WG を窓口として教員等の連携と強め，
広報に努めたい。
　TOUR の現システムが平成 8 年度に導入されてか
ら 5 年が経過した。一つのサーバでの二つのシステム
（R&E と RC）の運用と登録コンテンツの増加によって，
TOUR の応答速度の低下が顕著に見られるようになっ
た。TOUR のシステム更新が問題となり始めていたとこ
ろ，本学では教育上の情報システムに関する管理運用
を一元的に行うために平成  年度に教育情報基盤セン
ター（以下「センター」という。）7) が発足し，TOUR は
センターが管理運用する教育系情報システムとなった。
平成  年 3 月にセンターのシステム更新の一環として
TOUR は東北大学インターネットスクール（ISTU）な
どの他の教育系情報システムの連携拡張のため「オープ
ンデジタルアーカイブサーバ」の一部としてシステム
更新された。TOUR の新シ
ステムでは，懸案であっ
た二つのシステム（R&E
と RC）が分離されたばか
りではなく，貴重資料を
管理するソフトウェアも
DSpace からインフォコム
社の Info Lib に変更された
ので図書館で個別に管理
していた貴重資料データ
ベースとの一元化を行う
ことができた。TOUR のシ
ステム更新が行われた平
成  年度以降は TOUR の
歩みが第三期に入ったこ
とを示している。今後は，
本学で生産される教育・研
究成果と貴重資料等の所蔵する学術情報をTOURによっ
て最適な形で「もっと広く、もっと遠くへ」情報発信す
ることに努めたい。
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図 2　TOUR（R&E）閲覧統計
